
中本牧コミュニティハウス利用者会議の結果 

 平成２１年２月２５日（水）開催 

 １５利用団体・１９名参加 

利用者団体のご意見 回答内容 

・どのような備品があるのか分かりづらい。

掲示して欲しい。 

ご使用できる備品等について、分かりやすく

掲示するようにします。 

・アンケートの結果はどのように活かしてい

くのでしょうか。 

親しみのあふれる施設となるよう、アンケー

ト結果を活かしてまいります。また、結果と

対応を館内に掲示する予定です。 

・半年単位で申込みを希望。直接館に出向か

なくてもインターネットなどで申込ができ

るようにならないか。 

長期間の利用受付は、公共性の高い団体等に

ついて、申し込み予約を行っております。 

なお、インターネットによる空き施設情報の

検索や申込については、将来的には不可欠な

ことと考えますが、他の施設との兼ね合いも

あり、現在では困難です。 

・健康体操で好評のアロマハーブを取り入れ

た自主事業はどうか。 

骨密度測定などと共に考えてまいります。 

・無料になると簡単に予約し、キャンセルや

空予約が出るのではないか。 

３ヶ月程度様子を見ながら、キャンセルや空

予約が出ないような方法を検討してまいり

ます。 

・無料化のいきさつを伺いたい。 地区センター・コミュニティハウス・学校型

コミハ・集会所等、市民利用施設として1本

化されているが、以前はそれぞれ所轄が違っ

ていました。地区センター条例で利用料金が

定められているのは地区センターのみで、コ

ミュニティハウスは協力費という形で頂い

ているところと、そうでない所があり、統一

的な運用を図ったことによります。 

・会場使用料の廃止で、文化祭等の費用の捻

出はどうするのか。開催はどうなるのか。 

既存事業の見直し等により、文化祭等好評な

行事を継続するよう努めてまいります。 

また、新たな収入源を開発するため、コミュ

ニティハウス通信への広告掲載など、可能か

否か検討していきます。 

・ 予約の期間を長くできないか。 

 

 

 

３ヶ月位様子を見てから、不公平のないよう

検討してまいります。 



・２００円位は寄付をとっても続けて欲し

い。 

寄付等を戴くことはできませんが、経費節減

や事業の見直しを進め、好評な事業を継続し

て実施するよう努めます。 

・文化祭の飾り、設営は声をかけてもらえば

手伝いたいので、掲示などで知らせて欲し

い。 

参加型の事業である文化祭ですので、是非ご

協力を戴きたい。 

・協力金を支払いたいとの要望意見があるこ

とを区に伝えて欲しい。 

伝えてまいります。 

・交流コーナーの騒がしい子どもをどうした

らよいのか。 

大人が見ているという姿勢が必要、声かけも

大切。 

教育は学校だけではなく、家庭・地域と三位

一体となって行うもの。中本牧コミュニティ

ハウスは子どもからお年寄りまで、幅広い年

齢層がご利用されており、また、幼稚園帰り

の親子のご利用もが多い施設です。 

お互いが親しみを持って交流できるよう、更

に様々な意見を取り入れていきたいと思っ

ています。 

・次年度自主事業計画の中で、自分が参加し

たい講座がなかなか見つけられない。他の

方々はどうでしょうか？ 

現在、お年寄りから幼児まで、幅広い年齢層

が参加できるような魅力ある事業を展開し

ております。今後も様々なニーズを取り込ん

だ事業を展開してまいります。 

また、図書の選定についても、利用者の要望

を取り入れやすい方法を検討してまいりま

す。 

・部屋の使用年間予定を事前に知らせて欲し

い。 

自主事業は日程が決まる時期が様々なうえ、

講師の予定もあり、年間を通じての部屋の使

用予定のお知らせは難しいものがあります。

・午後の時間帯を２つに分けて使用できるよ

うにすると予約の範囲が広がると思う。 

３ヶ月程度様子を見ながら、皆様の意見を踏

まえて貸し出しの形を検討してまいります。

 

以上。 


